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源七著 『相馬黒光と中村屋サロン』 (宝文堂,1982)が新しい｡筆者も小著 『才藻より,よ



















































































































などが創刊され (1919年), 秋田雨雀は前にふれたように ｢芸術の-様式としての童話｣に
力を入れ,黒光の周辺には児童文学の波がひたひたと寄せていた｡

































































































































































































































(3)高杉一郎 『夜あけ前の歌- 盲目詩人エロシェンコの生涯- 』(岩波書店,1982)P.187
(4) 秋田雨雀 『太陽と花園』(精華書院,1921)序文
(5) 中村屋編 『相馬愛蔵 ･黒光のあゆみ』(1968)P.19
(6)相馬黒光 『黙移』(『相馬愛蔵 ･黒光著作集3』,郷土出版社,1982)P.250















8匂 エロシェソコ ｢ある孤独な魂- モスクワ第一盲学校の思い出｣O原題は ｢私の学校生活 の一ペー
ジ｣で,1923年に上海で出版されたエスベラソト創作集 『GemodeunuSolecaAnimo』に収められ
た｡高杉一郎氏によるその日本語訳が,上記題名で 『エロシェソコ作品集 1,桃色の雲』冒頭に置か
れている｡
(14 『夜あけ前の歌』P.225-226
88 『相馬愛蔵 ･黒光著作集1,穂高高原』中の｢おじいきまのおはなし,百姓の親の加助｣p.204-213
参照｡
